
真田丸展(大丸梅田店) 調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

6月
がつ

13日
にち

 

たいが       さなだまる         ち        しゅつじん          はる    ふゆ じん 

さなだまるてん       だいまる  うめだ   てん 

アクセスニュース NO124 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車
くるま

イスで 



調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

3月
がつ

7日
にち

 

安居神社 
やすいじんじゃ 

入口
いりぐち

はコンクリートで車
くるま

イスでも通り
とお

やすいね。 /   ここは厳し
きび

いね              

さなだ    ゆきむら                 ち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近畿
き ん き

日本
に ほ ん

鉄道
て つ ど う

ホームページより～聖徳太子
しょうとくたいし

により四
し

天王寺
てんのうじ

が建立
こんりゅう

された頃
ごろ

に創建
そうけん

したと伝わる
つた

古社
こしゃ

。

学問
がくもん

の神
かみ

として崇められる
あが

菅原道真
すがわらのみちざね

は、太宰府
だざいふ

に向かう
む

際
さい

に立ち寄って
た   よ

安居
やすい

（休憩
き ゅ う け い

）したといいます。真田
さなだ

幸村
ゆきむら

戦死
せんし

の地
ち

ともいわれており、静か
しずか

な境内
けいだい

には幸村像
ゆきむらぞう

と石碑
せきひ

が建てられて
た

います。 

 

天王寺
て ん の う じ

～玉造
たまつく り

～大阪
お お さ か

城
じ ょ う

エリア 

ウィキペディアより～真田
さなだ

 信
のぶ

繁
しげ

は、安土
あづち

桃山
ももやま

時代
じだい

から江戸
えど

時代
じだい

初期
しょき

にかけての武将
ぶしょう

、大名
だいみょう

。真田
さなだ

昌幸
まさゆき

の次男
じなん

。通称
つうしょう

は左
さ

衛門
えもん

佐
さ

で、輩
はい

行名
ぎょうめい

は

源
みなもと

二郎
じろう

（源
げん

次郎
じろう

）。真田
さなだ

幸村
ゆきむら

の名
な

で広く
ひろ

知られて
し

いる。 

豊臣方
とよとみかた

の武将
ぶしょう

として大坂
おおさか

夏
なつ

の陣
じん

において徳川
とくかわ

家康
いえやす

の本陣
ほんじん

まで攻め込んだ
せ   こ

勇敢
ゆうかん

な活躍
かつやく

が、江戸
えど

幕府
ばくふ

や諸
しょ

大名家
だいみょうけ

の各史料
かくしりょう

に記録
きろく

され、後世
こうせ

、そこ

から軍記物
ぐんきもの

、講談
こうだん

、草双紙
そう そう し

（絵本
えほん

）などが創作
そうさく

された。さらに明治
めいじ

-大正期
たいしょうき

に立川
たちかわ

文庫
ぶんこ

の講談
こうだん

文庫本
ぶんこほん

が幅広く
はばひろ

読まれる
よ

と、真田
さなだ

十
じゅう

勇士
ゆうし

を従えて
したが

宿敵
しゅくてき

家康
いえやす

に果敢
かかん

に挑む
いど

英雄的
えいゆうてき

武将
ぶしょう

というイメージで、庶民
しょみん

にも広く
ひろ

知られる
し

存在
そんざい

となった。 

 



調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

4月
がつ

11日
にち

 

三光神社 

さんこうじんじゃ 

うえーん!！階段
かいだん

で行け
い

ないよ～！        他
ほか

も階段
かいだん

だらけだね。            

  歩ける
ある

ボクが代表
だいひょう

して見て
み

きたよ。         

やはり、車
くるま

イストイレはないね。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近畿
きんき

日本
にほん

鉄道
てつどう

ホームページより～大坂城
おおさかじょう

の南東
なんとう

にある丘陵
きゅうりょう

・真
さな

田山
だやま

（宰相山
さいしょうやま

）に佇む
たたず

古社
こしゃ

。真田
さなだ

幸村
ゆきむら

は、この丘陵
きゅうりょう

に大坂城
おおさかじょう

の出
で

城
しろ

「真
さな

田丸
だまる

」を構築
こうちく

。ここを戦闘
せんとう

の拠点
きょてん

とし、大坂
おおさか

冬
ふゆ

の陣
じん

では徳川軍
とくかわぐん

を散々
さんざん

に打ち破った
う    やぶ

そうです。境内
けいだい

には、そんな幸村
ゆきむら

の勇姿
ゆうし

を偲ばせる
しの

銅像
どうぞう

が建てられて
た

います。また、

銅像
どうぞう

のすぐ傍ら
かたわ

には、「真田
さなだ

の抜け穴
ぬ   あな

」も。大坂城
おおさかじょう

へ通じる
つう

地下
ちか

道
どう

として、幸村
ゆきむら

が設けた
もう

という伝説
でんせつ

の

痕跡
こんせき

です。真偽
しんぎ

の程
ほど

は分かって
わ

いませんが、薄暗い
うすぐら

穴
あな

の中
なか

を見て
み

いると、歴史
れきし

ロ
ろ

マンをかきたてられます。 

 



調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

4月
がつ

11日
にち

 

鎌八幡(円珠庵) 

かまはちまん  えんじゅあん 

調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

3月
がつ

7日
にち

 

＆6月
がつ

27日
にち

 

 

茶臼山 
ちゃうすやま 

撮影
さつえい

禁止
き ん し

だったし、車
くるま

イスでは入れ
はい

なかったよ。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近畿
きんき

日本
にほん

鉄道
てつどう

ホームページより～鎌
かま

を打ち込む
う    こ

ことで悪縁
あくえん

を絶つ
た

、と古く
ふる

から信仰
しんこう

を集める
あつ

榎
えのき

の霊木
れいもく

がある寺院
じいん

。大坂
おおさか

冬
ふゆ

の陣
じん

の際
さい

、幸村
ゆきむら

も「鎌
かま

八幡
やはた

大菩薩
だいぼさつ

」と称して
しょう

鎌
かま

を打ち込んで
う   こ

戦勝
せんしょう

を祈願
きがん

し、見事
みこと

に大勝
だいしょう

を

収めたそう
おさ

です。ご神木
  しんぼく

の西側
にしがわ

から寺
てら

の北側
きたがわ

までつづく石垣
いしがき

（塀
へい

の土台
どだい

）

は、元禄
げんろく

時代
じだい

以前
いぜん

からあったものらしく、出
で

城
しろ

「真
さな

田丸
だまる

」の名残り
な  ご

ではないかと

いわれています。 

 

近畿
きんき

日本
にほん

鉄道
てつどう

ホームページより～大坂
おおさか

冬
ふゆ

の陣
じん

では家康
いえやす

が、大坂
おおさか

夏
なつ

の陣
じん

では幸村
ゆきむら

が本陣
ほんじん

を構えた
かま

場所
ばしょ

。幸村
ゆきむら

率いる
ひき

兵
へい

と松平
まつだいら

忠
ただ

直
なお

率いる
ひき

兵
へい

が激戦
げきせん

を繰り広げた
く   ひろ

、夏
なつ

の陣
じん

最大
さいだい

の激戦
げきせん

「茶
ちゃ

臼山
うすやま

（天王寺
てんのうじ

・岡山
おかやま

）の戦い
たたか

」の舞台
ぶたい

です。数
かず

では劣る
おと

幸村勢
ゆきむらぜい

でしたが、捨て身
す   み

の攻撃
こうげき

で敵勢
てきぜい

を圧倒
あっとう

したとい

われています。水
すい

と緑
みどり

が広がる
ひろ

のどかな風景
ふうけい

の中
なか

には、戦乱
せんらん

の時代
じだい

の記憶
きおく

が宿されて
やど

います。 



調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

4月
がつ

11日
にち

 真田丸顕彰碑 
さなだまる けんしょうひ 

四天王寺庚申堂 調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

6月
がつ

29日
にち

 

してんのうじ 

 

この入口
いりぐち

は階段
かいだん

で無理
むり

だね。         ここも段差
だ ん さ

があるよ。           ここはスロープがあって入れ
はい

るね。              

石 畳
いしだたみ

だね。少し
すこ

ガタガタするかな。    溝
みぞ

があるので特
とく

に手動車
しゅどうくるま

イスは要注意
ようちゅうい

だね。    階段
かいだん

で上
あ

がれないね。               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天王寺区
てんのうじく

ホームページより～ 

「真
さな

田丸
だまる

」があったとされる大阪
おおさか

明星
みょうじょう

学園
がくえん

の地
ち

に建 つ
た

顕彰
けんしょう

碑
ひ

。 

 大 阪
おおさか

城
じょう

の石垣
いしがき

に も使 われて
つか

い る岡山県
おかやまけん

犬島産
いぬしまさん

の自然
しぜん

石
せき

花崗岩
かこうがん

を

使用
しよう

。足元
あしもと

には豊臣家
とよとみけ

と 真
さな

田家
だけ

の家紋
かもん

を 配 し
はいし

、 前面
ぜんめん

に大型
おおがた

陶板
とうばん

を

張 り付 けて
は    つ

い る 。 陶板
とうばん

に は 大阪
おおさか

城
じょう

天守閣
てんしゅかく

所有
しょゆう

「 大 坂
だいさか

三郷町
さんごうちょう

絵図
えず

」

「大 坂
おおさか

冬
ふゆ

夏
なつ

陣立図
じんたちず

」のうち「冬
ふゆ

の陣図
じんず

」、東 京
とうきょう

国立
こくりつ

博物館
はくぶつかん

所有
しょゆう

「大 坂
おおさか

冬
ふゆ

の陣図
じんず

屏風
びょうぶ

」なども表示
ひょうじ

し、それらの資料
しりょう

から慶長
けいちょう

19年
ねん

( 16 14)の大坂
おおさか

冬
ふゆ

の陣
じん

で奮闘
ふんとう

し た真田
さなだ

幸村
ゆきむら

と 「真
さな

田丸
だまる

の戦 い
たたか

」 や大坂城
おおさかじょう

の出
で

城
しろ

と し て

築 かれた
きず

「真
さな

田丸
だまる

」について解説
かいせつ

しており、冬
ふゆ

の陣
じん

の際
さい

の豊臣軍
とよとみぐん

・徳 川軍
とくかわぐん

の陣立 て
じんだ

の様子
ようす

も見 る
み

ことができる。 

 

大阪市
おおさかし

交通局
こうつうきょく

ホームぺージより～真田
さなだ

十
じゅう

勇士
ゆうし

伝説
でんせつ

が残る
のこ

。夏
なつ

の陣
じん

の時
とき

、ここに真田
さなだ

幸村
ゆきむら

が伏兵
ふくへい

をおいて、十
じゅう

勇士
ゆうし

の一人
ひとり

穴山
あなやま

小助
こすけ

を自ら
みずか

の

影武者
かげむしゃ

として出陣
しゅつじん

させたというもの。 

 



調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

3月
がつ

7日
にち

 心眼寺 
しんがんじ 

調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

11月
がつ

14日
にち

 

  入口
いりぐち

もフラットで車
くるま

イスでも問題
もんだい

ないね。   中央
ちゅうおう

に石
いし

の通路
つうろ

があって車
くるま

イスでも通り
とお

やすいね。 

車
くるま

イストイレもあるね。 

真田幸村緒戦勝利之碑 

↑近鉄
きんてつ

大阪上
おおさかうえ

本町駅
ほんまちえき

 /上本
うえほん

町
まち

ハイハイタウン前
             まえ

→ 

さなだゆきむらしょせんしょうりのひ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近畿
きんき

日本
にほん

鉄道
てつどう

ホームページより～1622 年、幸村
ゆきむら

と嫡男の幸
ゆき

昌
まさ

（大助
だいすけ

）の供養
くよう

のため、真
さな

田丸
だまる

の跡地
あとち

に創建
そうけん

された寺
てら

。境内
け い だ い

には幸村
ゆ き む ら

ゆかりの

「鎧掛け
よろいが

の松の木
まつ   き

」がありましたが、1945年
ねん

の大阪
おおさか

大空襲
だいくうしゅう

の際
さい

に焼失
しょうしつ

してしまったそうです。門前
もんぜん

には真田
さなだ

幸村
ゆきむら

出
で

丸城跡
まるしろあと

の石碑
せ き ひ

があるほか、境内
けいだい

には

400回忌
かいき

に際して
さい

2014年
ねん

に建立
こんりゅう

された幸村
ゆきむら

の墓碑
ぼ  ひ

もあります。 

 



調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

4月
がつ

4日
にち

 

大阪城 
おおさかじょう 

桜
さくら

がきれいだね。    西
にし

の丸庭園
まるていえん

、入口
いりぐち

も車
くるま

イスで大丈夫
だいじょうぶ

だね   

大阪
おおさか

城
じょう

公
こう

園内
えんない

には複
ふく

数個所
すうかしょ

、車
くるま

イス用
    よう

トイレがあるよ。       触
しょく

知式
ち し き

案内図
あんないず

もあるね。     

真田
さなだ

幸村
ゆきむら

になりきったよ！天守閣
てんしゅかく

もエレベーターがあって車
くるま

イス

でも大丈夫
だいじょうぶ

だよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近畿
きんき

日本
にほん

鉄道
てつどう

ホームページより～幸村
ゆきむら

が命
いのち

をかけて守ろう
まも

とした巨大
きょだい

な城
しろ

。1614年
ねん

に

大坂
おおさか

冬
ふゆ

の陣
じん

が勃発
ぼっぱつ

した際
さい

に、蟄居先の九度山
くどやま

から入城
にゅうじょう

、城
しろ

の南方
なんぽう

に砦
とりで

「真
さな

田丸
だまる

」を

築き
きず

、徳川軍
とくかわぐん

を手玉
てだま

に取りました
と

。現在
げんざい

、天守閣
てんしゅかく

の中
なか

は博物館
はくぶつかん

施設
しせつ

となっており、

豊臣家
とよとみけ

や大坂
おおさか

の陣
じん

について学ぶ
まな

ことができます。 

 



調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

4月
がつ

25日
にち

 

真田幸村休憩所 

志紀長吉神社 
調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

4月
がつ

25日
にち

 

さなだゆきむらきゅうけいじょ 

 

しきながよしじんじゃ 

 

調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

5月
がつ

23日
にち

 

樋尻口地蔵堂 

入る
はい

には、段差
だんさ

や階段
かいだん

があるね。 

ひじりぐち    じぞうどう 

 

大きな
おお

鳥居
とりい

だね         コンクリートで進
すす

みやすいね、     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平野区
ひらのく

ホームページより～大坂
おおさか

夏
なつ

の陣
じん

のとき、豊臣方
とよとみかた

の武将
ぶしょう

真田
さなだ

幸村
ゆきむら

がこの神社
じんじゃ

に刀剣
とうけん

と軍旗
ぐんき

を奉納
ほうのう

して戦勝
せんしょう

を祈願
きがん

したと伝えられ
つた

、刀剣
とうけん

は第 2次
だい   じ

世界
せかい

大戦後
たいせんご

、占領軍
せんりょうぐん

の命令
めいれい

で没収
ぼっしゅう

されたが、軍旗
ぐんき

は今
いま

も神社
じんじゃ

に保存
ほぞん

されている。麻布
あさぬの

で、「真田
さなだ

の六文
ろくもん

銭
せん

」がくっきりと描かれて
えが

いる。 

 

平野区
ひらのく

ホームページより～国
くに

の武将
ぶしょう

真田
さなだ

幸村
ゆきむら

は、大坂
おおさか

夏
なつ

の陣
じん

のおり、南河内
みなみかわち

誉田
こんだ

方面
ほうめん

に

おいて徳川方
とくがわがた

の伊達
だて

正宗軍
まさむねぐん

と一戦
いっせん

を交えた
まじ

後
あと

、古市
ふるいち

街道
かいどう

を経て
へ

大坂城
おおさかじょう

へ帰城
きじょう

する途中
とちゅう

、こ

の地
ち

にて休憩
きゅうけい

し、志紀
しき

長吉
ながよし

神社
じんじゃ

へ戦勝
せんしょう

を祈願
きがん

すると共
とも

に、軍刀
ぐんとう

を一振り
ひとふ

と六文
ろくもん

銭
せん

の軍旗
ぐんき

を

奉納
ほうのう

した。現在
げんざい

、休息所
きゅうそくしょ

跡
あと

には自然
しぜん

石
せき

が建てられ
た

、その裏側
うらがわ

には幸村
ゆきむら

の句
く

が刻まれ
きざ

往時
おうじ

を

偲ばせる
しの

。 

 

長原
な が は ら

～平野
ひ ら の

エリア 

ゆかりの地マップより～進軍
しんぐん

してくる徳川
とくかわ

家康
いえやす

が平野
ひらの

周辺
しゅうへん

で休息
きゅうそく

をとると予測
よそく

した幸村
ゆきむら

がここに地雷
じらい

をしかけ

たと伝わる
つた

。 



平野郷樋尻口門跡 調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

5月
がつ

23日
にち

 

ひらのごう   ひ   じり ぐち もん あと 

 

全興寺 

車
くるま

イスでも入
はい

れるね。                     こちらの入口
いりぐち

も大丈夫
だいじょうぶ

だよ。    車
くるま

イストイレもあるね。 

お賽銭箱
さいせんばこ

まで階段
かいだん

があるね。            地獄堂
じごくどう

の入口幅
いりぐちはば

はギリギリだね。 

ほとけのくにの入口
いりぐち

は階段
かいだん

だね。 

ひじりぐち    じぞうどう 

 

ぜんこうじ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平野区
ひらのく

ホームページより～道明寺
どうみょうじ

合戦
がっせん

に

敗北
はいぼく

した真田
さなだ

幸村
ゆきむら

ら豊臣軍
とよとみぐん

は、大坂城
おおさかじょう

へと

退却
たいきゃく

した。豊臣軍
とよとみぐん

を追 い
お

、進軍
しんぐん

する徳川
とくかわ

家康
いえやす

が平野
ひらの

で休息
きゅうそく

をとると予想
よそう

した幸村
ゆきむら

は、

樋
ひ

尻
じり

口
くち

の地蔵堂
じぞうどう

に地雷
じらい

を仕掛 けた
し   か

。 

案 の定
あん   じょう

、家康
いえやす

が現れ
あらわ

、地雷
じらい

が爆発
ばくはつ

しようとした

とき、家康
いえやす

は小便
しょうべん

がしたくなってその場
ば

を離 れ
はな

、

九死
きゅうし

に一生
いっしょう

を得 た
え

といわれる。 

 

○調査
ちょうさ

日
び

：201２年
  ねん

５月
  がつ

28日
にち

 →アクセスニュース NO82 より参照
さんしょう

 

平野区
ひらのく

ホームぺージより～真田
さなだ

幸村
ゆきむら

が樋
ひ

尻
じり

口
ぐち

の地蔵堂
じぞうどう

に仕掛けた
しか

地雷
じらい

により、飛来
ひらい

してきたという伝説
でんせつ

をもつ「首
く び

の地蔵
じ ぞ う

尊
そ ん

」がある。 



調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

6月
がつ

20日
にち

 誉田八幡宮 

調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

6月
がつ

20日
にち

 応神天皇陵古墳 

こんだ  はちまんぐう 

おうじん  てんのうりょう  こふん 

車
くるま

イス利用者
りようしゃ

他
ほか

の駐車
ちゅうしゃ

スペースがあるね、     

スロープがあるね。      車
くるま

イス用
    よう

トイレがあるよ。                            (次号
じごう

に続く
つづ

) 

大きな
おお

鳥居
とりい

だね         コンクリートで進
すす

みやすいね、     

大きな
おお

鳥居
とりい

だね         コンクリートで進
すす

みやすいね、     

こちらから入る
はい

には段差
だんさ

があるね。                        こちらはそのまま入
はい

れるね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近畿
きんき

日本
にほん

鉄道
てつどう

ホームページより～大坂
おおさか

夏
なつ

の陣
じん

の際
さい

、豊臣方
とよとみがた

の武将
ぶしょう

・薄田
うすだ

隼人
はやと

が陣
じん

を布いた近く
ちか

に鎮座
ちんざ

しています。豊臣秀頼
とよとみ  ひでより

による社殿
しゃでん

の

再建中
さいけんちゅう

に大坂
おおさか

の陣
じん

が勃発
ぼっぱつ

してしまったため、拝殿
はいでん

の天井板
てんじょういた

はいまだに未完成
みかんせい

のままとなっています。 

 

近畿
きんき

日本
にほん

鉄道
てつどう

ホームページより～5世紀
せいき

初頭
しょとう

に築造
ちくぞう

されたといわれる、大仙
だいせん

陵
みささぎ

古墳
こふん

に次いで
つ

２番目
  ばんめ

に大規模
だいきぼ

な前方後円墳
ぜんぽうこうえんふん

。墳
ふん

丘
きゅう

長
ちょう

は

約 425ｍ、後
こう

円部
えんぶ

の直径
ちょっけい

は約
やく

250ｍ・高さ
たか

約
やく

35m、前方部
ぜんぽうぶ

の幅
はば

は約
やく

300ｍ・高さ
たか

約
やく

36ｍという巨大
きょだい

な古墳
こふん

で、築造
ちくぞう

時
じ

に使用
しよう

した土
つち

の量
りょう

は約
やく

143万
まん

立
りっ

米
ぺい

にのぼります。大坂
おおさか

夏
なつ

の陣
じん

では、この巨大
きょだい

古墳
こふん

の近く
ちか

で幸村
ゆきむら

と伊達
だて

政宗
まさむね

が熾烈
しれつ

な戦い
たたか

を繰り広げた
く   ひろ

といわれています。 

 

玉手山
たまてやま

～道明寺
どうみょうじ

～誉田
こんだ

エリア 



大坂夏の陣 道明寺合戦記念碑(藤井寺市
ふ じ い で ら し

) 

調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

5月
がつ

16日
にち

 

道明寺天満宮(藤井寺市
ふ じ い で ら し

) 調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

5月
がつ

16日
にち

 

おおさか なつ    じん    どうみょうじ   がっせん  きねん   ひ 

どうみょうじ   てんまんぐう 

溝
みぞ

には要注意
ようちゅうい

だね。        車
くるま

イストイレがあるね。これなら安心
あんしん

してお参り
  まい

できるね 

お賽銭箱
  さいせんばこ

までも段差
だんさ

があるね。 手作り
てづく

スロープがあったよ。 

おおさか   じん           ち          しゅっじん              はる    ふゆ  じん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近畿
きんき

日本
にほん

鉄道
てつどう

ホームページより～2014年
ねん

11月
がつ

、

道明寺
どうみょうじ

まちづくり協議会
きょうぎかい

により道明寺駅前
どうみょうじえきまえ

に建立
こんりゅう

され

た記念
きねん

碑
ひ

。大坂
おおさか

夏
なつ

の陣
じん

において豊臣方
とよとみがた

と徳川方
とくがわがた

の

精鋭
せいえい

部隊
ぶたい

が激突
げきとつ

し、歴史
れきし

を大きく
おお

動かした
うご

「道明寺
どうみょうじ

合戦
がっせん

」の戦場
せんじょう

跡
あと

としての歴史
れきし

を伝えて
つた

います。 

 

近畿
きんき

日本
にほん

鉄道
てつどう

ホームページより～豊臣方
とよとみかた

の先鋒
せんぽう

・後藤
ごとう

又兵衛
またべえ

（基
もと

次
つぎ

）らが奮戦
ふんせん

ののち戦死
せんし

し、幸村
ゆきむら

も好敵手
こうてきしゅ

である伊達
だて

政
まさ

宗と
むね

しのぎを削った
けず

「道明寺
どうみょうじ

合戦
がっせん

」。熾烈
しれつ

な戦い
たたか

の舞台
ぶたい

を見守る
み  まも

ように、道明寺
どうみょうじ

天満宮
てんまんぐう

は静か
しず

に佇んで
たたず

います。境内
けいだい

は約
やく

80種
しゅ

・約
やく

800本
ほん

の花
はな

が咲き誇る
さ   ほこ

梅
うめ

の

名所
めいしょ

として知られる
し

ほか、宝物館
ほうもつかん

には菅原道真
すがわらのみちざね

公
こう

の遺品
いひん

など国宝
こくほう

6点
てん

・重要
じゅうよう

文化
ぶんか

財
ざい

2点
てん

などが所蔵
しょぞう

されています。 

ウィキペディアより～大坂
おおさか

の陣
じん

は、江戸
えど

幕府
ばくふ

と豊臣家
とよとみけ

（羽柴
はしば

宗家
むねいえ

）との間
あいだ

で行われた
おこな

合戦
かっせん

。慶長
けいちょう

19年
ねん

（1614年
ねん

）の大坂
おおさか

冬
ふゆ

の陣
じん

と、慶長
けいちょう

20年
ねん

（1615

年
ねん

）の大坂
おおさか

夏
なつ

の陣
じん

から成る
な

。大坂
おおさか

の役
えき

とも呼ばれる
よ

。 

 



調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

5月
がつ

23日
にち

 

安藤正次墓所(大阪市
お お さ か し

平野区
ひ ら の く

) 

あんどう  まさ つぐ ぼ しょ 

調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

11月
がつ

28日
にち

 本町橋(大阪市
お お さ か し

中央区
ち ゅ う お う く

) 

ほんまちばし 

玉手山公園(柏原市
か し は ら し

) 調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

5月
がつ

16日
にち

 

たまてやま  こうえん 

車
くるま

イストイレがあるね 

                     入口
いりぐち

に段差
だ ん さ

等
とう

はないね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平野区
ひらのく

ホームページより～安藤
あんどう

正
まさ

次
つぐ

は、大坂
おおさか

夏
なつ

の陣
じん

のとき、

御旗
おんはた

奉行
ぶぎょう

として徳 川
とくかわ

秀
ひで

忠
ただ

に直属
ちょくぞく

した。秀
ひで

忠
ただ

の使者
ししゃ

として、前田
まえだ

利
とし

常
つね

、本田
ほんだ

康
やす

紀
のり

の両軍
りょうぐん

に、敵陣
てきじん

へ迫 る
せま

ようにと伝 えた
つた

。その際
さい

、

数騎
すうき

の敵兵
てきへい

に出会 い
で  あ

、深手
ふかて

を負 った
お

。宿所
しゅくしょ

である平野
ひらの

の願
がん

正寺
せい じ

に送 られて
おく

、傷
きず

の療養
りょうよう

に努 めて
つと

いたが、再起
さいき

不能
ふのう

を悟 り
さと

、

自害
じがい

した。 

 

ウィキペディアより～本町
ほんまち

橋
ばし

は、大阪市
おおさかし

中央区
ちゅうおうく

の東横
ひがしよこ

堀川
ぼりかわ

に架かる
か

本町通
ほんまちどおり

の橋
はし

、または、同橋
どうばし

東詰
ひがしづめ

付近
ふきん

の町名
ちょうめい

。 

現在
げんざい

の橋
はし

は大正
たいしょう

2
２

年
ねん

（1913
１９１３

年
ねん

）に架け替えられた
か   か

もので、大阪
おおさか

市内
しない

では現役
げんえき

最古
さいこ

の橋
はし

となっている。 

最初
さいしょ

の橋
はし

は、豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

が大坂城
おおさかじょう

を築城
ちくじょう

し、東横
ひがしよこ

堀川
ほりがわ

を開削
かいさく

したときまで

遡る
さかのぼ

。年代
ねんだい

は特定
とくてい

されていないが、天
てん

正
しょう

13年
ねん

（1585年
ねん

）に東横
ひがしよこ

堀川
ぼりがわ

が開削
かいさく

されてからあまり経って
た

いなかったと考えられて
かんが

いる。 

大坂
おおさか

の陣
じん

（とくに冬
ふゆ

の陣
じん

）の時
とき

は、戦略上
せんりゃくじょう

の重要
じゅうよう

地点
ちてん

であったとされ、橋
はし

周辺
しゅうへん

で蜂須賀隊と塙直之
はなわなおゆき

が激突
げ き と つ

している。 

 

近畿
きんき

日本
にほん

鉄道
てつどう

ホームページより～「道明寺
どうみょうじ

合戦
がっせん

」で徳川方
とくかわがた

の大軍
だいぐん

を相手
あいて

に果敢
かかん

に戦った
たたか

、後藤
ごとう

又兵衛
またべえ

（基
もと

次
つぎ

）の最後
さいご

の地
ち

。かつては大阪
おおさか

城
じょう

まで見渡せた
み わた

という丘陵
きゅうりょう

の頂上
ちょうじょう

付近
ふきん

には、又兵衛
またべえ

の石碑
せき ひ

のほか、両軍
り ょ うぐん

戦
せん

死者
し し ゃ

の供養塔
くよう   とう

もあります。現在
げんざい

は柏原市
かしはらし

立
りつ

公園
こうえん

となっており、梅
うめ

や

桜
さくら

、ツツジや紅葉
こうよう

など、四季折々
しき    おりおり

の花
はな

を眺められる
ながめられる

ほか、アスレチック風
         ふう

の遊具
ゆうぐ

もある市民
しみん

の憩い
いこい

の場
ば

となっています。 

玉手山
たまてやま

公園
こうえん

は、残念
ざんねん

なが

ら階段
かいだん

等
とう

が多くて
おお

いけ

ない場所
ばしょ

が多い
おお

よ(泣
えーん

) 



調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

12月
がつ

5日
にち

 

鴫野古戦場碑 (大阪市
お お さ か し

城東区
じ ょ う と う く

) 

常光寺(八尾市
や お し

) 
調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

11月
がつ

14日
にち

 

じょうこうじ 

しぎの こせんじょう  ひ 

お賽銭箱
さいせんばこ

まで段差
だ ん さ

があるね。 

階段
かいだん

だね。           えーん、上
あ

がれないよー！     あっ、でもこっちの入口
いりぐち

からなら入れ
はい

るね。 

 溝
みぞ

にご注意
  ちゅうい

。                                        トイレは車
くるま

イスでは無理
むり

だね 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近畿
きんき

日本
にほん

鉄道
てつどう

ホームページより～行基
ぎょうき

による創建
そうけん

と伝えられ
つた

、河内
かわち

音頭
おんど

発祥
はっしょう

の寺
てら

としても知られる
し

名刹
めいさつ

。本尊
ほんぞん

は小野篁
おのこう

の手
て

によるという地蔵
じぞう

菩薩
ぼさつ

で、「八尾
やお

地蔵
じぞう

」として地元
じもと

を中心
ちゅうしん

とする多く
おお

の人々
ひとびと

から信仰
しんこう

を集めて
あつ

います。大坂
おおさか

夏
なつ

の陣
じん

では、徳川方
とくがわかた

の藤堂
とうどう

高虎
たかとら

が方丈
ほうじょう

の縁側
えんがわ

にて長宗
ちょうそ

我部
がべ

部隊
ぶたい

の首実検
くびじっけん

をしたと伝えられて
つた

います。境内
けいだい

の墓所
ぼしょ

には、藤堂家
ふじどういえ

家臣
かしん

七十一士
ななじゅういっし

の墓
はか

が建立
こんりゅう

されています。 

 

城東区
じょうとうく

ホームぺージよ り大阪
おおさか

冬
ふゆ

の陣
じん

で有名
ゆうめい

な鴫
しぎ

野
の

・今福
いまふく

の合戦
かっせん

は 、

付近
ふきん

一帯
いったい

の城東
じょうとう

区域
くいき

を主戦場
しゅせんじょう

としたものでした。 

当時
とうじ

この辺 り
あた

は、旧
きゅう

大和
やまと

川
がわ

の支流
しりゅう

が分流
ぶんりゅう

していて、湿地帯
しっちたい

や水田
すいでん

が多く
おお

戦闘
せんとう

には不向き
ふ  む

でした。慶長
けいちょう

19年
ねん

（ 1614年
ねん

） 11月
がつ

26日
にち

未明
みめい

、この辺 り
あた

を

防御
ぼうぎょ

し ていた西軍
せいぐん

（大坂方
おおさかがた

）の軍勢
ぐんぜい

を東軍
とうぐん

（徳川方
とくがわがた

）佐竹義宣
さたけよしのぶ

・上杉
うえすぎ

景勝
かげかつ

6500人
にん

の軍勢
ぐんぜい

が攻撃
こうげき

し戦闘
せんとう

が始まりました
はじ

。 

 戦い
たたか

は双方
そうほう

の銃撃戦
じゅうげきせん

となり、合間
あいま

に堤防上
ていぼうじょう

での激 しい
はげ

遭遇戦
そうぐうせん

があり、

29日
にち

ま で一進一退
いっしんいったい

を繰 り返 しました
く   かえ

。 こ の と き 、援軍
えんぐん

に来た
き

木村
きむら

重成
しげなり

や

後藤基
ごとう    もと

次
じ

（ 又兵衛
また  べ  え

） の 軍勢
ぐんぜい

と の 乱戦
らんせん

の 末
すえ

、 東軍
とうぐん

が こ れ を 破った
やぶ

と

伝えられて
つた

います。 

 明治
めいじ

・大正
たいしょう

の有名
ゆうめい

な漢
かん

学者
がくしゃ

で、新聞
しんぶん

記者
きしゃ

でもあった西村
にしむら

時彦
ときひこ

氏
し

の撰
せん

になる碑
ひ

が、大正
たいしょう

9年
ねん

（1920年
ねん

）に城東
じょうとう

小学校
しょうがっこう

の校庭
こうてい

に建てられました
た

。 

 



調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

12月
がつ

5日
にち

 やつるぎ神社 (大阪市
お お さ か し

東成区
ひ が し な り く

) 

調査
ちょうさ

日
び

：2016年
ねん

12月
がつ

5日
にち

 熊野大神宮(大阪市
お お さ か し

東成区
ひ が し な り く

)  

 

入口
いりぐち

に段差
だ ん さ

はないね。                      この先に
さき

ある一般
いっぱん

トイレ車
     くるま

イスでは無理
むり

だね 

溝
みぞ

があるね。つまずかないようにご注意
ちゅうい

。           こちらの入口
いりぐち

も溝
みぞ

があるね。 

じんじゃ 

くまの   だいじんぐう 

スロープがあるね。       ここは階段
かいだん

だね     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東成区役所ホームぺージより～伊弉冊尊（いざなみのみこと）ほか五柱
ごばしら

を奉斉
ほうさい

する旧
きゅう

大今里村
おおいまざとむら

の氏神
うじがみ

で、用
よう

明天皇
めいてんのう

2年
ねん

の創建
そうけん

と伝えられます
つた

。石山
いしやま

合戦
がっせん

の際
さい

、兵火
へいか

にあいましたが再建
さいけん

され、元和
げんわ

（ 17世紀
せいき

前期
ぜんき

）以降
いこう

大坂
おおさか

城代
じょうだい

就任
しゅうにん

と領内
りょうない

巡視
じゅんし

の時
とき

は、

必ず
かなら

社参
しゃさん

す る こ と を 恒例
こうれい

と し た 社
やしろ

で 、 熊野
くまの

権現
ごんげん

と 称 し
しょう

、 明治
めいじ

5 年
ねん

（ 1872 ） に 現社号
げんしゃごう

に 改め
あらた

、 同 44 年
どう       ねん

（ 1911 ） 旧東今
きゅうひがしいま

里村氏神八
ざとむらうじがみや

剣
つるぎ

神社
じんじゃ

を合祀
ごうし

しました。 

 

東成区
ひがしなりく

ホームぺージより～伊弉冊
いざなみの

尊
みこと

ほか五柱
ごばしら

を奉斉
ともさい

する旧
きゅう

大今里村
おおいまざとむら

の氏神
しかみ

で、用
よう

明天皇
めいてんおう

2
２

年
ねん

の創建
そうけん

と伝えられます
つた

。石山
いしやま

合戦
がっせん

の際
さい

、兵火
へいか

にあいましたが再建
さいけん

され、元和
げんわ

（17世紀
せいき

前期
ぜんき

）以降
いこう

大坂
おおさか

城代
じょうだい

就任
しゅうにん

と領内
りょうない

巡視
じゅんし

の時
とき

は、必ず
かなら

社参
やしろまいり

することを恒例
こうれい

と

した社
やしろ

で、熊野
くまの

権現
ごんげん

と称 し
しょう

、明治
めいじ

5年
ねん

（1872）に現社号
げんやしろごう

に改め
あらた

、同 44 年
どう      ねん

（1911）旧東今
きゅうひがしいま

里村氏神八
ざとむらうじがみやつ

剣
るぎ

神社
じんじゃ

を合祀
ごうし

しました。 

 

真田
さなだ

幸村
ゆきむら

ゆかりの地
ち

、大坂
おおさか

の

陣
じん

ゆかりの地
ち

、 

車
くるま

イスでも歴史
れきし

めぐりに

出陣
しゅつじん

できたらいいね(ｂｙ
さく

みっちー) 


